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序

射水市の形状は東西10.9km、 南北16.6km、 面積は109。 18km2か らなり、

海抜 Omの富山湾から最も標高の高い140。2mの射水丘陵までがコンパク

トに収まっています。

奈良時代に大伴家持が越中国守として赴任し、その間に射水の自然や

風物を詠んだ歌が F万葉集』にいくつもあります。1200年以上前より風

光明媚で海の幸、山の幸に恵まれた良好な土地であったことが窺えます。

また、市内には約460箇所もの埋蔵文化財包蔵地が散在し、県内屈指の

埋蔵文化財の宝庫となっています。今回調査した太閤山温泉遺跡は、以

前はうっそうとした丘陵の中にありましたが、市街化が進みすっかり変

貌してしまいました。この度、さらなる開発が行われることになり、こ

れに先立ち調査した結果、旧石器時代の石器や弥生時代の土器などが出

土しました。2万数千年前の人が歩き、弥生時代の人々が暮らしたであろ

う土地で現代人が憩う姿を想像しますと、連綿たる土地と人とのつなが

り、人と人が共生し地域社会が築いてきた長い歴史、その上に今まさに

新たな文化を創造しようとする人と社会の姿に、あらためて文化の力を

見る思いがいたします。

今回の調査の成果をまとめた本書が、今後とも当地域一帯の研究を進

めるうえで参考になればありがたく、また埋蔵文化財のご理解に役だて

て頂ければ幸いに存じます。

終わりに、この調査にご協力いただきました関係各位に深く感謝申し

上げます。

平成19年 2月

射水市教育委員会

教育長 竹内 伸一



例  言

1.本書は富山県射水市黒河地内に所在する太閤山温泉遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は的桜町商事の依頼を受け、射水市教育委員会の指導のもと、いエイ・テックが行った。

3。 調査担当者・調査期間・面積は次のとおりである。

〔試 掘 調 査〕 担 当 者 射水市教育委員会主査 原田義範 仰アーキジオ調査員 新宅輝久

調査期間 平成17年 12月 16日 ～12月 27日 (延べ7日 間) 調査面積  66.4m2

〔本発掘調査〕 担 当 者 仰エイ・テック 後藤浩之

調査期間 平成18年 8月 21日 ～9月 28日  (廷べ24日 間) 調査面積 1,160m2

4.本書の編集 。執筆は、稲垣尚美 (射水市教育委員会)、 後藤浩之・澤田雅志 (エイ・テック)が行った。なお、

文責は文末に記した。

5。 発掘調査及び報告書作成にあたり次の方々の協力と指導をいただいた。記して感謝の意を表したい。 (敬称略)

太閤山温泉・山内基樹

6.本遺跡の出土遺物、図面や写真等の調査記録は射水市教育委員会が保管している。なお、出土した遺物にはTOの

略号を記入した。

7.発掘調査及び整理作業の従事者は次のとおりである。 (五十昔順)

〔現地調査〕 石黒久仁子・石坂なみ子 。木原そとえ・酒井 稔・佐々木一男・鈴木とし子・高橋八智子

道谷茂雄・長谷川つじ。林えみ子 。三上正夫 (以上射水市シルバー人材センター)

杉田美沙都・野上純子・小澤 史

〔整理作業〕 上田恵子・原田知佳子・三島幸代・渡辺悦子

凡 例

1.本書に掲載の遺構図の方位は座標北、水平基準は海抜高である。

2.調査区の座標 (世界測地系)は次のとおりである。 XO YO=X79120Y-6500

3。 遺構の略号は次のとおりである。 SD i tt  SK:土 坑  SP:柱穴及び柱穴状ピット  SX i不 明遺構

4.遺物実測図の縮尺は1/3を基本とし、縮尺の異なる遺物についてはそれぞれのスケールとともにその縮尺を表記

した。

5。 遺構図 。実測図中の表現は以下のとおりである。

国 赤彩   |   |ス ス  ‐ 須恵器・珠洲の断面

6。 色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監修 F新版標準土色帖』の表記を

用いた。
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第 1章 遺跡の位置と環境

太閤山温泉遺跡は富山県射水市 (旧小杉町 平成17年 11月 1日合併)黒河地内に所在する。射水市は富山県のほぼ中

央に位置し、北に射水平野が広がり、南には起伏にとむ射水丘陵が高津峰山へと連なる。本遺跡は丘陵の北端に立地

し、標高は14～ 15mを 測る。

射水平野は神通川と庄川に挟まれた沖積平野である。縄文海進時には現在の海抜 5m位まで海であったとされてお

り、射水市の大半は海に没していたことになる。海退後、庄川や下条川などが運搬した土砂によって堆積し形成され

たのが現在の射水平野であり、海岸線一帯に埋積されずに残ったのが放生津潟 (現富山新港)である。

射水丘陵は新世代第 3紀の泥岩・砂岩層によって構成され、下条川・和田川とそれらの支流が樹枝状に入 り組み起

伏にとんだ地形を呈する。

本遺跡周辺の平野部や丘陵部には沢山の遺跡が存在している。新造池A遺跡 。中山中遺跡 。南太閤山 I遺跡・上野遺

跡など旧石器から縄文時代中期まで多くの遺跡は丘陵上に分布しており、中期以降は海退に伴い小杉伊勢領遺跡や針

原西遺跡が平野部にみられるようになる。弥生時代から古墳時代に入ると平野部にHS-04遺跡・戸破若宮遺跡、丘陵

部には中山南遺跡 。北野遺跡などの集落遺跡がみられる。四山遺跡と南太閤山 I遺跡では方形周溝墓が確認されてい

るほか、一ツ山古墳群・ニツ山古墳群・変電所西古墳・五歩一古墳といった多くの古墳も存在している。

古代以降、丘陵部には小杉流通業務団地内遺跡群・太閤山ランド内遺跡群などの生産遺跡が多くみられ、平野部で

は在地領主層による国行領支配が展開される一方で、荘園形成が進み京都下鳴神社領倉垣荘が運営されることになる。

(後藤)

1大閤山温泉遺跡 2中山中遺跡 3中 山南遺跡 4三谷遺跡 5-ツ 山古墳群 6針原西遺跡 7黒河・中老田遺跡 8黒河尺目遺跡 9塚越A遺跡
10新造池A遺跡 ■ 四山遺跡 12赤田 I遺跡 13二の井Ⅱ遺跡 14日 の宮遺跡 15薬勝寺池南西遺跡 16変電所西古墳 17南太閤山I遺跡 18上野遺跡
19五歩一古墳 20小杉丸山遺跡 21小杉伊勢領遺跡 22水上・本開発遺跡 23三ヶ・本開発遺跡 24愛宕遺跡 25 HS-04遺跡 26白石遺跡 27高寺遺跡
28戸破若宮遺跡 29針原東遺跡

第 1図  周辺の遺跡 (1:50,000)
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第 2章 調査に至る経緯

1954年、対象地に民間公衆浴場が開業し、現在までいくたびかの改修を重ね営業してきたが、今回大規模な造成を

伴う再開発が行われることになった。民間公衆浴場業者より対象地が太閤山温泉遺跡包蔵地内に位置することから、

市教委へ開発に伴う取扱いの相談があった。市教委では、過去に掘削が行われていない自然地形が遺存すると推察さ

れる丘陵頂部の緩斜面で、平成17年 12月 に試掘調査を行った。

調査の結果、縄文時代前期と弥生時代終末から古墳時代前期の土器片が出土したほか、土坑と溝を検出した。以上

の結果を踏まえ、丘陵頂部の既存施設部分を除いた約1,500m2で本発掘調査による記録保存が必要であると判断した。

(稲垣)

第 2図 調査区位置図 (1:2,500)

第 3章 調査の方法 と成果
第1節 調査の方法
本発掘調査は平成18年 8月 21日 ～9月 28日 までの期間内で24日 間行った。調査対象面積は1,160m2であった。8月 21日 か

らバックホゥで表土掘削を行い、10m間隔でグリッド抗を設置した。南北方向をX軸、東西方向をY軸 とし、原点を調

査区南東端に設定した。調査区東側から遺構検出作業を開始し、順次番号をつけ概略図を作成した。遺物の取 り上げ

は 2× 2mの グリッドで行った。また、調査区北側にサブトレンチを設定しバックホウで掘削を行い、旧地形の確認

を行った。遺構検出終了後、写真撮影をし、遺構ごとにセクションベル トを設定して掘削を開始した。調査区南西側

の客上部分は断割りを 2本入れ堆積状況の確認を行い、 lm以上ある場所についてはバックホウで掘削を行った。遺
物がまとまって出土した遺構は出土状況図を作成し、写真撮影を行った。掘削がすべて終了した後、9月 26日 にラジコ

ンヘリで航空測量を行い、調査区の北側壁の層位図を作成した。9月 28日 に完了検査を行い調査を終了した。

第

帷出
グ
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第 2節 基本層序

調査区のほとんどが削平をうけており、特に東側は温泉施設建設に伴い地山も削平されていた。第 I層 は厚いとこ

ろでも0.2m確認できるだけで、調査区東側では0.lm程度しかみられない。第 H層 と第Ⅲ層は調査区南西の落ち込み部

分のみで確認され、第Ⅱ層は客土で深いところでは1.8m盛 られていた。第Ⅲ層は弥生時代後期から古代の遺物包合層

である。第Ⅳ層は遺構検出面となる。

第 I層  暗赤褐色土 (5YR3/2)  表土

第Ⅲ層  黒褐色土 (2.5Y3/2)   客土 調査区南西部のみで確認

第Ⅲ層  黒色土 (2.5Y2/1)    遺物包含層 調査区南西部のみで確認

第Ⅳ層  明責褐色土 (2.5Y6/8)  地山 遺構検出面

第 3節 遺構

今回の調査では溝 5条、土坑23基、柱穴状ピット4基を検出した。ほとんどの遺構が遺物を伴わず、属する時期も

性格も不明なものが多い。

SD07 調査区東側を南北に走る溝である。調査区内で確認できる長さは9,9m、 幅0.4m、 深さ0.5～ 0.7m、 断面は方

形である。深さは北へ行 くに従い深 くなり、調査区外へと続く。溝の南側は噴水の下へ続くとみられるが、溝の続き

が確認できないことから噴水の下に南端があるものと考えられる。遺物が出土しなかったため属する時期は不明であ

る。

SDll 調査区北側で検出した南北に走る溝である。溝の北は調査区外へと続いて行くが、南へ行 くに従い浅くなり

南端は調査区内に収まる。長さ15。7m、 幅0.3～ 3.3m、 深さ0.3～ 0.6m、 断面は逆台形である。北側には大きなテラス状

の張り出しがつく。遺物は弥生土器、珠洲、土師器皿、磨製石斧が出土した。覆土から主に珠洲の破片が出土してお

り、溝の属する時期は13～ 14世紀と考えられる。北側の底面にはSK15。 26・ 28と 同様に底面が平らな土坑があり、直

線状に並ぶことからも4基の土坑は何らかの関連があるものと考えられる。この溝の底面で検出された土坑はSDユ 1に

切られていることからこれよりも古い時期に属するものと考えられる。

SK02 調査区東側で検出した土坑である。長さ2.4m、 幅0,9m、 深さ0.3m、 平面と断面はともに方形である。黒褐色

土層から石刃が 1点出土したが混入と考えられる。属する時期は不明である。

SK15 SD■ の脇で検出した土坑で、径0,7m、 深さ0.7m、 平面は円形である。遺物が出土しなかったため属する時

期は不明である。

SK17 SDllに付属する土坑で、長さ3.3m、 幅1.7m、 深さ0.2xnで ある。須恵器の破片が 1点出土したが、SDllと 同

時に埋っていたことから同時期に属し、SDllの張り出しと考えられる。

SK26 調査区北西で検出した土坑である。長さ1.Om、 幅0。7m、 深さユ.Om、 平面は楕円形で断面は方形である。遺物

が出上しなかったため属する時期は不明である。

SK27 調査区西側で検出した土坑である。長さ1.8m、 幅0.6m、 深さ0.4m、 平面は長方形である。土器片が出土した

が混入の可能性が高いと考えられる。

SK28 調査区西側で検出した土坑である。長さ0.9m、 幅0.8m、 深さ0。7m、 平面はほlF円形で断面は方形である。遺

物が出土しなかったため属する時期は不明である。

SK30 調査区西側の落ち込みとの境で検出した土坑である。遺構の西側は削平されてしまったのか確認できなかっ

たため正確な規模は不明であるが、長さ2.8m、 幅1.3m、 深さ0,3m、 平面は長方形である。弥生時代後期の土器がまと
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まって出上しており、多くは赤彩が施されている。属する時期は弥生時代後期と考えられる。

SK35 調査区西狽Iの落ち込みとの境で検出した土坑である。長さ3.2m、 幅1.Om、 深さ0.6m、 平面は精円形である。

遺物は弥生時代後期の長頸重が 1点完形に近い状態で出土した。属する時期は弥生時代後期と考えられる。

SK36 調査区西側の落ち込み部分で検出した土坑である。長さ1.3m、 幅1,Om、 深さ0,2m、 平面は円形である。直上

から長胴奏と弥生土器の破片が出土したが、遺構からは出土しなかった。属する時期は不明である。

SK37 調査区南西側の落ち込みとの境で検出した土坑である。長さ2.8m、 幅0。9m、 深さ0。2m、 平面は楕円形である。

弥生時代後期の土器が出上した。属する時期は弥生時代後期と考えられる。

遺構番号
規模 (m)

平 面 形 断 面 形 時 期 出 土 遺 物
長  さ 幅 深  さ

SK02 方形 方形 不明 石 刃

SK04 レンズ状 不 明 な し

SK05 円形 U字状 不明 な し

SK06 円形 逆台形 不明 な し

SD07 05-0,7 方形 不明 な し

SK08 円形 レンズ状 不明 な し

SDll 03-3.3 0,3-0.6 V字状 13～ 14C? 弥生土器・珠洲・ 磨製石斧

SD12 方形 不明 な し

SK13 不整形 レンズ状 不 明 な し

SK15 円形 方形 不 明 な し

SP16 方形 方形 不明 な し

SK17 不整形 レンズ状 13～ 14C P 須恵器・珠洲 ?

SK18 楕円形 不整形 不 明 な し

SK19 11 円形 不整形 不明 な し

SK20 円形 不整形 不明 な し

SD21 逆台形 不明 な し

SK22 楕円形 レンズ状 不明 な し

SK23 円形 レンズ状 不明 な し

SK24 楕円形 逆台形 不明 な し

SK25 楕円形 レンズ状 不 明 な し

SK26 楕円形 不整形 不明 な し

SK27 方形 方形 不明 弥生土器

SK28 円形 方形 不明 な し

SP29 円形 逆台形 不 粥 な し

SK30 方形 U字状 弥生時代後期 弥生土器

SP31 方形 逆台形 不明 な し

SK33 不整形 V字状 不明 な し

SD34 逆台形 不明 な し

SK35 楕円形 U字状 弥生時代後期 弥生土器

SK36 円形 レンズ状 不明 な し

SK37 楕円形 方形 弥生時代後期 弥生土器

SP38 円形 不整形 不 明 な し

第 1表 遺構観察表
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SK04
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SD34

0                          10m

L‐ 1夙20m

①■5YR5/6 明褐色土  粘性なし、しまりなし
②10YR3/3 暗褐色土  粘性なし、しまり弱
③25Y4/2 暗灰黄色土 粘性なし、 しまり弱、地山の上をアロックで含む
① iOYR3/3 賠褐色土  粘性/Fし、しまり弱

L‐15 30m  bi       b

B静
①10YR3海  暗褐色土  粘性なし、しまり弱
② Z5Y4/2 暗灰黄色土 粘牲なし、しまりなし、地山の上をブロックで含む
③10YR3/3 暗褐色土  粘性なし、しまり弱

粘性なし、しまりなし
粘性なし、しまりなし、地山の土をプロックで合む
粘性あり、しまりあり
粘性あり、しまりあり

黒色土  粘性なし、しまりなし
黒褐色土 粘性あり、しまりあり
黒色土  粘性なし、しまりなし

0                            4m
|

L‐1490m  a

①25Y2/1
②10YR4/2
③ IOYR4/4
④ IOYR4/4

土
土
絶
土
土

色
黄
色
色

黒
灰
褐
褐

彩開哩

①
②
③

第 3図 調査区全体図 (1/200)
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第 4図 遺構図 (1/80)



L=1490m― 一―

①I∝R3/2
②ユ∝R4/2
③10YR4/2

黒褐色土  粘性なし、しまりなし
灰黄褐色土 粘性なし、しまりなし、地山の上をブロックで含む
灰黄褐色土 粘性なし、しまりなし

①25Y2/1 黒色土 粘性なし、しまりなし、地山の上をブロック
で少量含む

②25Y2/1 黒色土 粘性弱、しまりなし、①より多く地山を含む

① 10YR3/1

② 10YR3/1

黒褐色土 粘性弱、 しまりなし、
地山の上をブロックで含む

黒褐色土 粘性弱、 しまりなし、
地山の上をプロックで多量含む ① 10YR3/1 黒褐色土 粘性なし、しまりなし

地山の上をプロックで少量含と、炭化物が混じる

①26Y〃 1 黒色土
②10YR3/4 暗褐色■

粘性なし、 しまりなし、地山の上をプロックで含む
粘性弱、しまりなし、①より多く地山を含tF

｛界

①10YR3/2 黒褐色土
②25Y6/4 にぶい黄色土

5図 遺構図 (1/40)

粘性なし、しまりなし

粘性なし、しまりなし、地山の上をブロックで含む
①25Y″ 1 黒色土  粘性なし、
②25Y2/1 黒色土  粘性なし、
③10YRS/8 黄獨色土 粘性なし、

0

しまりなし、地山の上をプロックで少量含む
しまりなし、土器を含む
しまりなし

L-1480m一

①10YR3/1
②10YR3/1
③10YR4/1
①2雷 4/2
⑤25Y5/2

黒褐色土  粘性なし、しまりなし
黒褐色土  粘性弱、しまりなし
褐灰色土  粘性あり、しまりなし、地山の上をプロックで含し
暗灰黄色土 粘性あり、しまり弱、③より多く地山を含む
暗灰黄色土 粘性あり、しまり弱

①

②

-7-



L=1480m  a

鵜性なし、しまりなし

粕性なし、しまりなし、土器を多く含む
稚性なし、しまりなし、地山のとをプロツタで含む

も'

灰費褐色土   粘性なし、しまりなし、地山の上をプロッタで含む
オリープ褐色土 粘性なし、しまりなし
褐色土     楷性なし、しまりなし

①25Y2/1
②25Y2/1
①25Y4/2 土

土
土
地

維
離
・敵

L‐1490n b

］勲・］

①
②
◎

第 6図 SK30土器出土状況図 (1/20)
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第 4節 遺物

土器 (第 7・ 8図 )

1は有段口縁の壷か奏である。日縁部は外傾し端部は尖縁である。摩減が激しく内外面とも調整は不明である。 2

は土師器皿あるいは椀の底部。内外面ともにロクロナデが施され、底面には糸切 り痕が残る。 3～ 7は珠洲の破片で

ある。 3は奏の胴部で外面にはタタキ痕が残る。 4は甕の肩部であり、外面には顕部直下から平行なタタキ痕が残り、

頚部は内外面ともにロクロナデ調整が施されている。 5は鉢の日縁部で、内外面ともにロクロナデ調整が施され、端

部は外傾し平直である。 6は奏あるいは鉢の底部である。内外面ともにロクロナデ調整が施され、底面には糸切 り痕

が残る。 7は奏の底部で外面上端には平行なタタキ痕が残る。内外面ともにロクロナデ調整が施され、外面には一部

自然釉がかかる。 8は須恵器の奏である。外面はタタキが施され内面には当て具痕が残る。 9は器台の日縁部と考え

られる。内外面ともにミガキ調整が施される。口縁部外面には擬凹線文が施され、円形浮紋が貼 り付けられていたと

考えられる痕がある。10は奏である。口縁部は無文で内外面ともにナデ調整を施す。頸部から胴部にかけて外面はハ

ケロ、内面はケズリ調整が施されている。外面底部にはススが付着している。Hは大型の外あるいは高郭で回縁に段

を持つ。日縁は外反し内外面ともにナデ調整を施す。有段部下端には、粘上の貼 り付けによるものなのか、はっきり

とした稜を持つ。内外面ともに赤彩を施す。12は鉢の回縁部である。有段の口縁部には擬凹線文が施され、やや外傾

する。遺存状態が悪いため一部にのみ赤彩を確認できるが、外面全体に施されていたものと考えられる。13と 同一個

体と考えられる。13は平底の鉢底部、摩滅が激しく調整は不明。外面には赤彩が施されていたものと考えられるが、

遺存状態が悪く確認できない。14は器台の郭部である。日縁は有段で外反する。外面は日縁部にナデ調整と赤彩が施

されている。15は器台の脚裾部である。有段脚で外面はナデ調整が施され、脚裾上部には赤彩が施されている。16は

奏か壼の底部である。内外面ともにハケロ調整が施されている。17は奏の底部である。外面はハケロ調整が施され、

ススが付着している。18は蓋の口縁部と考えられる。端部はナデ調整を施し、内側を引き出して返し部分を作り出す。

外面は摩滅が激しく調整は不明だが、内面は端部からナデ調整が施され、上半には指頭圧痕が残る。19は長頸壺で口

縁部はやや外傾する。外面は日縁端部にナデ調整を施し、日縁部から胴部下半まで全面ハケロ調整を施す。内面も日

縁部から肩部にかけてと底部にハケロ調整を施し、肩部から胴部にかけては指頭圧痕が残る。胴部下半にはススが付

着している。201よ重の日縁部である。日縁端部にナデ調整を施し、円形浮文を貼 り付けている。外面下半にはミガキ

調整が施される。21は重の口縁部である。外面は縦方向に、内面には横方向のミガキ調整を施す。端部はナデ調整を

施し、 3単位からなる浮文と2単位以上からなる大きさの異なる円形浮文を貼 り付ける。221よ壺の胴部である。球胴

形を呈し、頸部に隆帯を貼 り付け刻み目を施す。外面は縦方向のミガキ調整、内面にはハケロ調整を施す。21と 同一

個体と考えられる。23は高郭の脚である。脚部は棒状を呈し、 4つの透かし穴を開ける。脚裾端部は折り返して肥厚

している。摩滅が激しく調整は不明である。24は脚裾部である。端部はナデ調整を施し、外面はミガキ調整で内面は

ハケロ調整を施す。25は口縁に段を持つ有段口縁甕の口縁部であり、頸部から直立し擬凹線文を施す。頸部外面には

ナデ調整、胴部内面は横方向にケズリ調整を施す。261ま長胴藷の胴部である。内外面ともにハケロ調整を施す。外面

にはススが付着する。胎土は粗 く砂利を含む。271よ受け回状の口縁を持つ奏である。口縁から頸部にかけて内外面と

もにナデ調整を施し、胴部内面にはハケロ調整を施す。日縁端部は平直でやや内傾する。内面は頚部まで、外面は全

面に赤彩を施す。28は珠洲の奏あるいは壼の胴部である。外面に平行なタタキ痕、内面には押圧痕を残す。291ま須恵

器の郭底部である。内外面ともにロクロナデを施し、高台を貼 り付ける。301よ珠洲の壷の底部である。外面はケズリ

調整で、内面はナデ調整を施す。底部には糸切り痕が残る。

-9-

(後藤)
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翻 駒

第 7図 出土遺物実測図 (1/3) SDll(1～ 7)、 SK17(8)、 SK27(9)、 SK30(10～ 18)

9                          15cm
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第 3図 出土遺物実測図 (1/3)SK35(19)、 SK37(20～ 24)、

o                               15cm

包含層・客土 (25～ 30)
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その他の遺物 (第 9図 )

31は SK02出土の縦長剖片である。長さ6.55cm、 幅2.45cm、 厚さ0.8cm、 石材は珪質買岩である。左側縁に二次加工

と考えられる剖離痕がある。基部の左側縁にも制離痕がみられ、調整を行ったものと考えられる。32は SD■の底から

出土した磨製石斧の刃部で長さ2.2cm、 幅4.35cm、 石材はおそらく蛇紋岩と考えられる。風化が進み石斧表面の擦痕も

不明瞭である。33は客土から出土した石錘である。長さ4.lcm、 幅3.75cm、 厚さ0.85cm、 重量24.8g、 表面は風化が進

んでいる。礫の両端を打ち欠いただけの礫石錘と呼ばれるもので縄文時代全般を通じて存在している。341よ包含層出

土の銅銭である。全体が黒く変色していてやや湾曲しているが、銭文は寛永通宝としっかり判読でき遺存状態は良い。

今回出土のものは四文銭であり、背面は11波の青海波である。 (澤田)

⇔

M咀 32

⇔
0            (31'34)           5cm

0              (32。 33) 10cm

第 9図 その他の出土遺物 SK02(31)、 SD■ (32)、 包含層・客土 (33・ 34)
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第 4章 まとめ

今回の調査では、昭和30年代の温泉施設建設に伴うものと考えられる削平の影響から、遺構と遺物の出土量ともに

乏しい調査であったが、調査で判明したことについて記しておく。

弥生時代後期から終末期

調査では、弥生時代後期から終末期に属すると考えられる遺構は土坑 3基であった。そのうちSK30と SK37は遺構の

上部が削平されていると考えられるため全容は不明であるが、赤彩が施された土器が出土していることから祭祀関連

の遺構であると考えられる。土器は有段口縁を持つ甕 (第 7図 10)や鉢 (第 7図 12・ 13)、 器台 (第 7図 14。 15)、 高

郭 (第 8図23)な ど法仏式期にあたるものが主体となっている。SK35か らも法仏式期のものと考えられる重 (第 8図

19)が土坑内に置かれたような状態で出土した。この重はほぼ完形で検出したにもかかわらず底部が久けており、土

坑内からも底部片と考えられるものは見つからなかった。このことから意図的に底部を打ち欠いたものと考えられる。

SK37も 祭祀に関連するものの可能性がある。また、南太閤山墳墓群で見られるような大型の鉢 (第 7図 11)、 壷 (第

8図22)も 出土していることから平野部にある遺跡の墓域であった可能性も考えられる。

中世

この時期にあたる遺構は溝 1本のみであり、調査区内で検出した部分だけでは全容は不明である。出土した珠洲の

破片から13世紀から14世紀にあたるものと考えられる。

以上のように今回の調査では、弥生時代後期から終末期が主体となっていることがわかったが、調査区内の大部分

が後世の削平をうけており遺跡の全容は判明しなかった。しかし、祭祀に関連すると考えられる赤彩を施した土器が

出土したことから、周辺の丘陵部に分布する囲山遺跡や南太閤山 I遺跡と同様に墓域であった可能性が窺えた。今後、

周辺遺跡の調査によって平野部と丘陵部の遺跡の関係が判明することを期待したい。 (後藤 )
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図版 番号 宣 構 層位 種 類 器 種 部  位
法量 (cm) 調 整 施   文

備  考
口径 底径 胴径 器高 器厚 外 面 内 面 外  面 内  面

7 1 SDll 1層 弥生土器 奏or壷 口縁部 129

7 2 SD孔 1 1層 土師器 皿or椀 底部 075 ユクロナデ糸切り ロクロナデ

7 3 SDll 2層 珠 洲 奏 胴 部 タタキロ

7 4 SDll 1層 珠 洲 奏 肩 部 タタキロ ロクロナデ

7 5 SDll 1層 珠 洲 鉢 口縁部 ロクロナデ ロクロナデ

7 6 SDll 孔層 珠 洲 奏or鉢 底部 ユクロナデ糸切り ロクロナデ

7 7 SDll 1層 珠洲 甕 底部
ロクロナデ

底部タタキロ
ロクロナデ 自然釉

7 8 SK17 1層 須恵器 奏 タタキロ 同心円状当て具

7 9 SK27 1層 な生土器 器台 口縁部 ミガキ ナデ ミガキ ナデ
擬凹線文

円形浮文

7 SK30 2層 弥生土器 養
口縁部ナデ 顕剖
～胴言レ ケヽロ

ナデ ケズリ
底部にスス

付着

7 1 SK30 2層 弥生土器 鉢or高郭 30C ナ デ ナ デ 赤彩 赤彩

7 2 SK30 2層 弥生土器 鎌 口縁部 ナ デ 擬凹線文 赤形 13と 同一 ?

7 3 SK30 2層 弥生土器 鉢 底 郡 070 赤彩 12と 同一 ?

7 4 SK30 2層 弥生土器 器台 不部 085 口縁部ナデ 屈曲部ナデ 赤彩 15と 同一 P

7 5 SK30 2層 弥生土器 器台 脚裾部 裾部ナデ 裾部赤彩 14と 同一 ?

7 SK30 2層 弥生土器 養or壷 底部 125 ハケロ ハケロ

7 SK30 2層 弥生土器 甕or壷 底部 115 ナ デ スス付着

7 SK30 2層 弥生土器 蓋 ? 口縁部 口縁端部ナデ ナデ 指押さえ

8 SK35 2層 弥生土器 士霊 回縁部～胴部 167
ハケロ ケズリ
ロ縁端部ナデ

口縁部ハケロ

胴部指押さえ

胴部下半に

スス付着

8 SK37 l層 弥生土器 壼 口縁部 112 ミガキ ナデ ナ デ 円形浮文

8 SK37 l層 ホ生土器 霊 口縁部 ミガキ ナデ ミガキ 円形浮文 22と 同一 ?

8 SK37 l層 な生土器 霊 頭部～底謝 280 ミガキ ハケロ 刻み日隆帯 21と 同一 ?

8 SK37 X層 弥生土器 高郭 脚 部 175 4単位の透孔

8 SK37 1層 弥生土器 器 台 脚裾部 095 ガ キ ナ デ ハケロ ナデ
8 客 土 弥生土器 奏 口縁部 ナ デ ケズリ 擬凹線文

8 客土 土師器 長胴甕 桐部～底剤 233 ハケロ ケヽロ ケズリ スス付着

8 (9Y2( 弥生土器 電 口縁部 07[ ナ デ ナデ ハケロ 赤彩 赤彩

8 珠洲 甕 タタキロ 当て具

8 1lYll 須恵器 杯 底部
ロクロナデ

高台貼付時ナデ
ロクロナデ

表採 珠洲 重 底部 230
回転ヘラケズリ

糸切り
ナ デ

第 2表 出土土器観察表

図版 番号 遺 構 層 位 種 類 器  種
法量 (cm)

材  質 備  考
長 さ 幅

'享

さ

SK02 1層 石 器 石 刃 655 遊質貢岩

SDll 3層 石器 磨製石斧 220 435 蛇紋岩

X8Y2ユ 客土 石器 石錘 375 085

9 X10Y5 金属器 寛永通宝 銅

第 3表 その他の遺物観察表
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図版 1 調査区遠景

航空写真 (1947年  米軍撮影)

遺跡遠景 (北西から)
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図版 2 調査区全景

調査区全景 (垂直 )

調査区全景 (西から)
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図版 3 調査区遺構・遺物

SDllセクション(南から)

SK30セ クション(西から) SK30土器出土状況 (西から)

SK37土器出土状況 (南から)

SDll全景 (垂直 ) 作業風景 (南西から)
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図版 4 出土遺物
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図版 5 出土遺物

2 0
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所

コード 北  緯 東 経
調査期間

調査面積
調査原因

市町村 遺跡番号 m2

たいこうやまおんせん

太閤山温泉 富山県射水

市黒河

211

(381)
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(031)

36度

42うチ

48万少

137度

05分

37秒

20060821～

20060928

1,160 公衆浴場建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

太閤山温泉 散布地
弥生時代

後期
土坑 弥生土器

中世 溝 珠洲

※コード欄の( )内の数字は、合併前の富山県埋蔵文化財包蔵地地図の遺跡呑号を示す。
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